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南アジア地域に対する我が国ＯＤＡ実績 
 

１．我が国は、南アジア地域に対して次の諸点を重視した支援を行ってきている。 

（１）貧困削減と貧困層の生存確保のための支援（保健・医療、初等教育、農業・農村開発等の基礎生活分

野（BHN）） 

（２）民間活動の活性化および海外からの投資促進に資する環境整備のための人材育成、経済社会インフラ整備

等への支援 

（３）人口増加や経済成長に伴って発生した環境問題や気候変動問題の解決に向けた支援 

２．2012 年度には、二国間ODA総額 15,561.43 億円のうち、38.8％に相当する 6,039.58 億円（交換公文ベース）

を南アジア地域に供与した。 

（１）円借款については、これまで南アジア 7 か国に対して実施している。インド、バングラデシュ、スリラン

カは、我が国の円借款の年次供与国となっており、特にインドは、近年、円借款の最大級の受取国となってい

る。対象分野は、エネルギー（電力開発、送配電網）、運輸・交通、通信、農業等広い分野にわたっている。

また、近年は、森林、都市環境等の案件も増加している。2012 年度には 12 年ぶりとなるネパールへの新規円

借款供与を決定した。 

（２）無償資金協力については、南アジア地域は世界最大の貧困人口を抱えていること、また、全 7 か国のうち

バングラデシュ、ネパール、ブータンの 3 か国が後発開発途上国（LDC）であることから、我が国無償資金協

力の重要な対象地域となっている。2012 年の実績を見ると、無償資金協力全体に南アジア地域が占めるシェア

は約 7.9％である。引き続き技術協力との連携を図りながら、農業・農村開発、基礎教育、保健・医療等のBHN

に重点を置きつつ、環境・防災にも配慮することとしている。 

（３）技術協力については、2012 年の実績を見ると、南アジア地域が技術協力全体に占めるシェアは約 9.7％で

あった。 

  

 Ⅱ 南アジア地域 
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表－1 主要経済指標等 

国 名 

人口 GNI総額 
一人あたり 

GNI 
経済成長率 貿易額 対外債務残高 

債務返済 

比率（DSR） 

財政収支 

/GDP比 

債務 

/GNI比 

債務残高 

/輸出比 
援助受取総額 

2011 年 

（百万人） 

2011 年 

（百万ドル） 

2011 年 

（ドル） 

2011 年 

（％） 

輸出 輸入 貿易収支 

2011 年 

（百万ドル） 

2011 年 

（％） 

2011 年 

（％） 

2011 年 

（％） 

2011 年 

（％） 

2011 年 

（百万ドル） 2011 年 

（百万ドル） 

2011 年 

（百万ドル） 

2011 年 

（百万ドル） 

イ ン ド 1,221.16 1,856,812.97 1,450 6.3 436,712.00 540,392.00 -103,680.00 334,331.02 1.6 -3.7 17.5 78.7 3,221.12 

ス リ ラ ン カ 20.87 58,535.31 2,580 8.2 13,642.70 22,253.85 -8,611.15 23,984.14 2.2 -6.4 37.3 160.4 610.55 

ネ パ ー ル 27.16 19,082.82 610 3.9 1,862.45 6,447.27 -4,584.82 3,956.12 1.1 -1.0 15.3 129.9 892.32 

パ キ ス タ ン 176.17 220,326.63 1,120 3.0 31,329.35 46,896.17 -15,566.82 60,181.83 1.3 -6.5 22.9 155.9 3,508.56 

バ ン グ ラ デ シ ュ 152.86 122,090.91 770 6.7 26,990.09 37,878.11 -10,888.03 27,043.26 1.2 -0.9 15.9 78.6 1,497.75 

ブ ー タ ン 0.73 1,729.17 2,210 8.5 743.94 1,298.34 -554.40 1,035.33 4.9 － 58.5 123.1 143.85 

モ ル デ ィ ブ 0.33 1,832.58 5,800 7.0 2,351.61 2,267.22 84.39 983.00 5.1 － 41.5 59.4 46.01 

出典）World Development Indicators（The World Bank） 

注）貿易額は、輸出入いずれもFOB価格。 

 

表－2 我が国との関係 

国    名 

貿易額 
我が国による 

直接投資 

進出日本 

企業数 

在留する 

日本人数 
日本在留人数 

対日輸出 対日輸入 対日収支 

2012 年 

（百万ドル） 

 

2012 年 

10 月現在 

 

2012 年 

10月 1日現在 

（人） 

2012 年 

12 月 31 日 

現在 

（人） 

2012 年 

（百万円） 

2012 年 

（百万円） 

2012 年 

（百万円） 

イ ン ド 558,479.79 845,360.21 -286,880.42 2,802.10 467 7,132 22,984 

ス リ ラ ン カ 22,090.19 36,138.13 -14,047.95 － 18 954 9,091 

ネ パ ー ル 1,236.72 3,686.69 -2,449.97 － 3 909 24,465 

パ キ ス タ ン 34,040.53 135,002.52 -100,961.99 － 15 986 11,209 

バ ン グ ラ デ シ ュ 57,345.91 78,634.57 -21,288.66 － 21 853 8,865 

ブ ー タ ン 179.03 600.11 -421.08 － － 156 71 

モ ル デ ィ ブ 398.80 817.58 -418.78 － 1 189 48 

出典）貿易統計（財務省）、貿易・投資・国際収支統計（JETRO）、［国別編］海外進出企業総覧（東洋経済新報社）、海外在留邦人数調査統計（外務省）、

在留外国人統計（法務省） 

 

表－3 南アジア地域に対する我が国二国間 ODA 実績 
 （支出純額ベース、単位：百万ドル） 

暦  年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 累 計 

Ｏ 

Ｄ 

Ａ 

贈 
 

与 

無償資金協力 
222.81 386.49 291.42 449.53 289.10 1,022.20 246.40 339.61 463.66 192.72 

11,271.78 
(13.1) (8.9) (4.5) (9.6) (8.5) (21.4) (10.4) (9.8) (9.2) (6.2) 

（うち国際機関
を通じた贈与） 

- - - 32.86 30.82 40.80 58.20 110.21 306.49 35.19 
614.57 

- - - (8.7) (7.8) (5.6) (7.0) (8.7) (15.5) (2.5) 

技 術 協 力 
126.42 123.22 123.65 114.20 113.79 103.69 130.69 167.02 147.75 195.56 

3,438.44 
(4.6) (4.4) (4.7) (4.4) (4.4) (3.5) (4.2) (4.8) (4.2) (5.4) 

贈 与 計 
349.23 509.71 415.07 563.73 402.89 1,125.89 377.09 506.63 611.41 388.28 

14,710.22 
(7.9) (7.1) (4.5) (7.4) (6.7) (14.5) (6.9) (7.3) (7.1) (5.7) 

政府貸付等 613.61 -167.03 146.58 -46.07 -141.21 -289.38 466.09 1,025.53 1,050.66 1,161.31 18,308.29 

政府開発援助計 

（ODA計） 

962.86 342.67 561.66 517.65 261.66 836.53 843.18 1,532.15 1,662.08 1,549.58 
33,018.61 

(15.2) (5.8) (5.4) (7.1) (4.5) (12.6) (13.7) (20.9) (23.9) (24.2) 

出典）OECD/DAC 

注） 1.（ ）内は各形態別の全世界合計（東欧・卒業国を除く）に占める南アジア地域の割合（％）。 

 2. 国際機関を通じた贈与は、2006 年より、拠出時に供与先の国が明確であるものについては、各被援助国への援助として「無償資金協力」

へ計上することに改めた。 

 3.「政府貸付等」の割合については、貸付の償還等に伴いマイナス数値となる場合に適切な割合が出せないことから、掲載していない。 

 4. 四捨五入の関係上、合計が一致しないことがある。 
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表－4 南アジア地域に対する我が国国別二国間ODA実績 
 （支出純額ベース、単位：百万ドル）  

国    名 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

イ ン ド 325.79 -82.05 71.46 29.53 99.89 599.81 517.01 981.14 796.37 704.65 

ス リ ラ ン カ 172.26 179.53 312.91 202.63 44.16 96.69 91.62 155.43 168.05 182.21 

ネ パ ー ル 60.61 56.43 63.38 41.66 48.64 33.93 45.28 81.21 63.47 47.54 

パ キ ス タ ン 266.22 134.11 73.78 225.02 53.24 34.24 131.43 207.89 528.47 256.36 

バ ン グ ラ デ シ ュ 115.27 38.23 -1.01 -7.45 -6.59 41.13 14.09 24.19 67.91 305.46 

ブ ー タ ン 16.21 10.51 16.80 20.84 18.07 20.34 23.92 43.23 31.88 41.64 

モ ル デ ィ ブ 6.24 5.10 24.23 4.81 3.89 9.32 17.99 37.30 4.55 5.57 

南 ア ジ ア の 複 数 国 向 け 0.26 0.81 0.11 0.61 0.36 1.07 1.84 1.76 1.38 6.15 

合    計 962.86 342.67 561.66 517.65 261.66 836.53 843.18 1,532.1５ 1,662.08 1,549.58 

出典）OECD/DAC 

注） 1. 複数国向け実績とは、調査団の派遣やセミナー等、複数国にまたがる援助。 

 2. 「南アジアの複数国向け」の実績には、OECD/DACの基準に基づく数値を使用しているため、アフガニスタンを含む複数国向け、および

ミャンマーを含む複数国向けの実績が含まれている。 

 
表－5 南アジア地域に対する我が国二国間ODAの形態別・国別・年度別実績 

 (1) 円借款 
 （単位：億円） 

国    名 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 累  計 

イ ン ド 2,360.47 2,182.17 480.17 2,898.37 3,531.06 40,913.60 

ス リ ラ ン カ 350.00 366.64 331.10 494.77 411.07 9,166.09 

ネ パ ー ル − − − － 151.37 790.26 

パ キ ス タ ン 479.43 233.00 197.00 49.93 － 9,759.93 

バ ン グ ラ デ シ ュ 397.49 387.92 − 599.69 1,663.76 9,456.49 

ブ ー タ ン  − − − 21.87 － 57.63 

モ ル デ ィ ブ − − − － － 27.33 

合    計 3,587.39 3,169.73 1,008.27 4,064.63 5,757.26 70,171.33 

 

 (2) 無償資金協力 
 （単位：億円） 

国    名 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 累  計 

イ ン ド 4.23 3.89 11.59 2.78 1.04 900.41 

ス リ ラ ン カ 44.28 49.39 22.84 27.36 45.82 2,020.99 

ネ パ ー ル 23.89 51.22 39.65 36.65 19.45 1,919.27 

パ キ ス タ ン 60.89 121.11 43.46 78.86 65.15 2,492.12 

バ ン グ ラ デ シ ュ 42.71 27.35 16.49 11.35 22.08 4,722.17 

ブ ー タ ン 10.45 10.38 11.27 21.59 5.09 321.10 

モ ル デ ィ ブ 3.80 13.40 3.00 2.50 0.12 277.14 

南 ア ジ ア の 複 数 国 向 け － － － － － 5.84  

合    計 190.26 276.73 148.29 181.10 158.75 12,659.03 
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 (3) 技術協力 
 （単位：億円） 

国    名 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 累  計 

イ ン ド 24.51 (11.79) 31.94 (18.55) 35.20 (16.81)  30.25 (26.93) 24.80 362.05 

ス リ ラ ン カ 23.47 (18.45) 28.38 (24.53) 29.24 (23.24)  19.12 (18.44) 23.86 718.40 

ネ パ ー ル 18.69 (13.71) 21.16 (15.25) 24.61 (14.66) 20.69 (20.40) 18.89 636.68 

パ キ ス タ ン 13.89 (11.79) 20.87 (19.00) 26.68 (24.34) 19.50 (19.28) 17.87 482.36 

バ ン グ ラ デ シ ュ 30.49 (21.90) 33.76 (25.03) 36.34 (24.11) 29.57 (29.04) 28.39 642.88 

ブ ー タ ン 6.94 (6.76) 8.56 (8.41) 7.82 (7.60) 7.24 (7.19) 6.59 155.56 

モ ル デ ィ ブ 1.50 (1.46) 2.86 (2.83) 1.93 (1.93) 1.63 (1.63) 1.64 66.06 

南 ア ジ ア の 複 数 国 向 け 1.87 (1.80) 1.40 (1.39) 1.14 (1.07) 0.79 (0.72) 1.52 7.07 

合    計 121.35 (87.65) 148.92 (114.98) 162.95 (113.76) 128.77 (123.63) 123.57 3,071.05 

注） 1．年度の区分は、円借款および無償資金協力は原則として交換公文ベース、技術協力は予算年度による。 

 2．金額は、円借款および無償資金協力は交換公文ベース、技術協力はJICA経費実績および各府省庁・各都道府県等の技術協力経費実績ベー

スによる。草の根・人間の安全保障無償資金協力と日本NGO連携無償資金協力、草の根文化無償資金協力に関しては贈与契約に基づく。 

 3．円借款の累計は債務繰延・債務免除を除く。 

 4．2008～2011 年度の技術協力においては、日本全体の技術協力事業の実績であり、2008～2011 年度の（ ）内はJICAが実施している技術

協力事業の実績。なお、2012 年度の日本全体の実績については集計中であるため、JICA実績のみを示し、累計についてはJICAが実施して

いる技術協力事業の実績の累計となっている。 

 5．四捨五入の関係上、合計が一致しないことがある。 

 6. 「南アジアの複数国向け」の実績には、OECD/DACの基準に基づく数値を使用しているため、アフガニスタンを含む複数国向け、および

ミャンマーを含む複数国向けの実績が含まれている。 

 

表－6 南アジア地域に対する我が国無償資金協力のサブ・スキーム別実績 

 (1) 全体内訳 
  （単位：億円） 

年度 
一 般 

プロジェクト 

ノン・プロ

ジェクト  

草の根・ 

人 間 の 

安全保障 

日  本 

ＮＧＯ連携 

人材育成

支援 

紛争予防・

平和構築 

テロ対策

等 治 安 

防災・災害

復興支援 

コミュニティ 

開発支援 

貧困削減

戦略支援 

環境・気候

変動対策 
水 産 文 化 緊 急 

食糧援助 

(KR) 

貧困農民 

支  援 

(2KR) 
総計 

2010

年度 
66.07 3.00 6.00  3.90  3.52  － − − − 5.00  24.59  − 0.42  12.69  18.20  4.90  148.29 

(12.8) (2.4) (5.4) (7.3) (10.3) － − − − (33.1) (6.7) − (4.8) (23.8) (9.7) (26.7) (8.3) 

2011

年度 
53.50 10.50 5.85 4.96 3.88 11.18 − 13.44 9.30 − 46.72 − 1.07 8.90 9.30 2.50 181.10 
(9.7) (7.0) (6.2) (14.6) (12.4) (8.8) − (12.2) 6.3% − (19.8) − (21.7) (25.6) (8.4) (11.3) (10.7) 

2012

年度 
81.99 15.50 5.40 4.21 4.12 5.28 − 8.31 − 5.00 19.33 − - 3.81 4.70 1.10 158.75 
(10.7) (8.1) (5.8) (12.1) (14.3) (4.4) − (5.7) − (50.0) (9.0) − - (11.0) (4.7) (3.6) (8.0)  

注） 1．（ ）は、金額の全世界合計に占めるシェア（％） 

 2．文化には「一般文化無償資金協力」と「草の根文化無償資金協力」を含む。 

 3．「貧困農民支援（2KR）」は、2005 年度に「食糧増産援助（2KR）」を改称したもの。 

 4．2006 年度から「テロ対策等治安無償資金協力」、「防災・災害復興支援無償資金協力」、「コミュニティ開発支援無償資金協力」を追加。 

 5．2008年度から「環境プログラム無償資金協力」および「貧困削減戦略支援無償資金協力」を追加。「環境プログラム無償資金協力」は2010

年度に「環境・気候変動対策無償資金協力」となった。 

 

 (2) 一般プロジェクト無償資金協力内訳 
 （単位：億円） 

年度 医療・保健 水・環境 教育 農業・水産 防災・災害 道路・港湾・通信など エネルギー 地   雷 そ の 他 計 

2012 

年度 

16.49 7.28 − 11.46 − 46.76 − − − 81.99 

(16.4) (56.3) − (53.2) − (11.3) − − − (11.0) 

注）（ ）は、金額の全世界合計に占めるシェア（％） 
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表－7 南アジア地域に対する我が国技術協力の年度別・形態別実績 
  

年度 
経費総額 

（億円） 

研修員受入 

（人） 

専門家派遣 

（人） 

調査団派遣 

（人） 

協力隊派遣 

（人） 

その他ボランティア 

（人） 

2008 

年度 

121.35 〔87.65〕 4,067 〔1,574〕 599 〔451〕 411 〔411〕 〔114〕 〔42〕 

(5.6) 〔(5.8)〕 (7.4) 〔(4.3)〕 (8.1) 〔(9.8)〕 (8.1) 〔(8.9)〕 〔(8.4)〕 〔(8.8)〕 

2009 

年度 

148.92 〔114.98〕 3,590 〔1,750〕 1,038 〔771〕 691 〔616〕 〔176〕 〔31〕 

（8.6） 〔(9.2)〕 （8.8） 〔(5.8)〕 （12.3） 〔(11.7)〕 （11.6） 〔(11.3)〕 〔(9.3)〕 〔(7.8)〕 

2010 

年度 

162.95 〔113.76〕 3,233 〔1,272〕 1,519 〔913〕 1,001 〔884〕 〔135〕 〔38〕 

（8.1） 〔(9.1)〕 （8.4） 〔(5.3)〕 （13.3） 〔(11.2)〕 （13.3） 〔(13.1)〕 〔113.76〕 〔(8.9)〕 

201１ 

年度 

128.77 〔123.63〕 2,830 〔2,506〕 1,237 〔958〕 1,131 〔1,131〕 〔98〕 〔17〕 

(8.4) 〔(8.4)〕 (9.0) 〔(9. 0)〕 (11.3) 〔(10.6)〕 (13.9) 〔(14.0)〕 〔9.4〕 〔5.8〕 

2012 

年度 

123.57 5,183 949 1,198 131 22 

(9.7) (19.9) (10.2) (13.9) (13.8) (6.9) 

注） 1．年度の区分は、予算年度による。 

 2．( ）内は、全世界に占める南アジア地域のシェア（％） 

 3．2008～2011 度については、日本全体の技術協力事業の実績。2008～2011 年度の〔 〕内はJICAが実施している技術協力事業の実績。な

お、2012 度の日本全体の実績については集計中であるため、JICA実績のみを示している。 

 

表－8 南アジア地域に対するDAC主要援助国の二国間ODAの推移 
 （支出純額ベース、単位：百万ドル） 

国  名 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 

日 本 261.66 (4.5) 836.53 (12.3) 843.18 (13.7) 1,532.15 (20.9) 1,662.08 (23.9) 

米 国 722.90 (3.8) 701.55 (3.0) 926.67 (3.7) 1,489.59 (5.6) 1,606.81 (5.9) 

英 国 1,064.60 (19.0) 1,230.35 (16.8) 1,222.76 (16.5) 1,276.06 (15.9) 1,264.00 (14.9) 

フ ラ ン ス 10.42 (0.2) -3.86 (－) -14.38 (－) 56.88 (0.7) 96.56 (1.1) 

ド イ ツ 327.18 (4.1) 382.27 (4.2) 507.25 (7.1) 657.97 (8.2) 752.44 (8.6) 

イ タ リ ア 7.85 (0.6) 34.51 (1.9) 35.91 (4.1) 30.05 (4.0) 43.93 (2.6) 

カ ナ ダ 178.33 (5.7) 192.84 (5.7) 139.96 (4.5) 230.95 (5.9) 187.75 (4.6) 

オーストラリア 76.22 (3.4) 112.55 (4.2) 149.62 (6.5) 277.49 (8.6) 276.95 (6.4) 

スウェーデン 47.31 (1.6) 82.24 (2.6) 92.51 (3.1) 106.10 (3.6) 86.64 (2.4) 

全 ＤＡＣ諸国計 3,456.57 (4.7) 4,351.57 (5.0) 4,713.46 (5.6) 6,605.15 (7.3) 6,799.19 (7.2) 

出典）OECD/DAC 

注）（ ）内は、各DAC諸国の二国間ODAの総計（東欧および卒業国向け援助を除く）に占める南アジア地域のシェア（％） 

 

表－9 南アジア地域諸国に対するDAC主要援助国の国別二国間のODA実績（2011 年） 
 

 （支出純額ベース、単位：百万ドル） 

 日 本 米 国 英 国 フランス ドイツ イタリア カナダ オーストラリア スウェーデン DAC合計 

イ ン ド 796.37 81.39 453.85 75.97 496.90 12.47 10.78 24.33 12.20 2,037.24 

ス リ ラ ン カ 168.05 24.71 4.22 11.54 1.89 2.16 11.72 58.22 12.95 384.16 

ネ パ ー ル 63.47 65.45 104.07 -3.35 40.42 0.39 11.85 28.45 1.84 489.72 

パ キ ス タ ン 528.47 1,273.85 331.59 15.03 125.66 26.78 87.49 74.49 21.59 2,635.75 

バングラデシュ 67.91 117.14 368.62 -4.20 77.06 2.02 61.21 79.58 33.72 1,080.22 

ブ ー タ ン  31.88 2.66 - 0.22 0.58 - 0.91 7.75 - 71.56 

モ ル デ ィ ブ 4.55 0.00 0.27 0.63 0.28 - 0.55 4.13 - 21.09 

南アジアの複数国向け 1.38 41.61 1.38 0.72 9.65 0.11 3.24 - 4.34 79.45 

合   計 1,662.08 1,606.81 1,264.00 96.56 752.44 43.93 187.75 276.95 86.64 6,799.19 

出典）OECD/DAC 

注） 1.複数国向け実績とは、調査団の派遣やセミナー等、複数国にまたがる援助。 

 2.「南アジアの複数国向け」の実績には、OECD/DACの基準に基づく数値を使用しているため、アフガニスタンを含む複数国向け、および

ミャンマーを含む複数国向けの実績が含まれている。 
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表－10 南アジア地域に対するDAC諸国のODA実績 
  （支出純額ベース、単位：百万ドル） 

援助実績種別 暦年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 うち日本 合計 

政府開発援助計 

2009 年 英国 1,222.76 米国 926.67 日本 843.18 ドイツ 507.25 ノルウェー 164.35 843.18 4,713.46 

2010 年 日本 1,532.15 米国 1,489.59 英国 1,276.06 ドイツ 657.97 オーストラリア 277.49 1,532.15 6,605.15 

2011 年 日本 1,662.08 米国 1,606.81 英国 1,264.00 ドイツ 752.44 オーストラリア 276.95 1,662.08 6,799.19 

政府貸付等 

2009 年 日本 466.09 ドイツ 67.18 英国 66.93 韓国 35.10 スペイン 10.61 466.09 438.12 

2010 年 日本 1,025.52 英国 179.94 ドイツ 171.08 韓国 103.38 フランス 7.52 1,025.52 1,369.41 

2011 年 日本 1,050.67 ドイツ 259.20 韓国 117.61 フランス 53.72 ノルウェー 2.34 1,050.67 1,337.04 

無償資金協力 

2009 年 英国 1,040.90 米国 1,029.71 日本 246.40 ドイツ 171.30 ノルウェー 153.30 246.40 3,474.55 

2010 年 米国 1,550.63 英国 1,012.41 日本 339.61 ドイツ 198.59 デンマーク 192.79 339.61 4,349.49 

2011 年 米国 1,663.52 英国 1,143.29 日本 463.66 ドイツ 176.90 オーストラリア 162.67 463.66 4,484.56 

技術協力 

2009 年 ドイツ 268.77 日本 130.69 英国 114.93 カナダ 83.31 オーストラリア 51.33 130.69 800.79 

2010 年 ドイツ 288.30 日本 167.02 オーストラリア 87.25 英国 83.71 カナダ 52.57 167.02 886.25 

2011 年 ドイツ 316.34 英国 149.75 日本 147.75 オーストラリア 114.28 カナダ 65.49 147.75 977.59 

出典）OECD/DAC 

 

表－11 南アジア地域に対する国際機関のODA実績 
  （支出純額ベース、単位：百万ドル） 

援助実績種別 暦年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 その他 合計 

政府開発援助計 

2009 年 IDA 1,838.44 ADB Special Funds 681.12 EU Institutions 450.06 GFATM 242.34 UNICEF 98.00 94.59 3,404.55 

2010 年 IDA 793.23 EU Institutions 565.69 ADB Special Funds 290.37 GFATM 255.97 GAVI 161.53 93.24 2,160.03 

2011 年 IDA 1,934.83 EU Institutions 593.11 GFATM 234.04 UNICEF 98.58 IFAD 78.69 -12.49 2,926.76 

政府貸付等 

2009 年 IDA 1,596.42 ADB Special Funds 464.29 IFAD 36.20 
Islamic  
Development Bank 13.71 UNFPA -0.09 -262.96 1,847.57 

2010 年 IDA 586.46 ADB Special Funds 236.23 IFAD 51.86 
Islamic  
Development Bank 9.21 

Nordic  
Development Fund 2.50 -283.51 602.75 

2011 年 IDA 1,766.98 IFAD 74.51 OFID 23.21 
Nordic  
Development Fund 8.17 

Islamic  
Development Bank 5.60 -536.42 1,342.05 

無償資金協力 

2009 年 EU Institutions 419.54 GFATM 242.34 IDA 242.02 ADB Special Funds 216.83 UNICEF 98.21 307.52 1,526.46 

2010 年 EU Institutions 519.20 GFATM 255.97 IDA 206.77 GAVI 161.53 UNICEF 101.56 265.76 1,510.79 

2011 年 EU Institutions 554.65 GFATM 234.05 ADB Special Funds 172.52 IDA 159.35 UNICEF 99.36 317.82 1,537.75 

技術協力 

2009 年 EU Institutions 30.52  -  -  -  - - 30.52 

2010 年 EU Institutions 46.49  -  -  -  - - 46.49 

2011 年 EU Institutions 38.46 IDA 8.50  -  -  - - 46.96 

出典）OECD/DAC 

注）順位は主要な国際機関についてのものを示している。 

 


